
第２次環境基本計画改訂版　平成28年度重点プロジェクトの実績一覧（H29.3.31現在）

重点プロ
ジェクト 取組内容

平成27年度の実績
（参考）

平成28年度の実績
自己
評価

担当室課の
見解など

担当室課 関係室課

大阪大学環境イノベー
ションデザインセンター
(CEIDS)と連携し、持続
可能な社会を構築するた
めの「フューチャー・デ
ザイン」をテーマとする
シンポジウムを開催し
た。（9月21日）

大阪大学環境イノベーション
デザインセンター(CEIDS)に
代わって新たに発足した、大
阪大学大学院工学研究科附属
オープンイノベーション教育
研究センター（CoiRE）とあ
らためて連携研究・教育に係
る確認書を交わした。
持続可能な社会を構築するた
めの「フューチャー・デザイ
ン」をテーマとするワーク
ショップを2回開催した。
（12月10日、3月18日）

△

COiREの研究テーマで
ある「フューチャー・
デザイン」に協力する
ことは、本市の「環境
まちづくり」に資する
ものと考えている。

環境政策室

千里山中央公園
（0.30ha）、あずま希
望広場（717㎡）、山手
町遊園（406㎡）、春日
いこいの遊園（352㎡）
を開設し、富士遊園
（732.66㎡）を増設し
た。

平成28年開設の公園はあり
ません。

×

平成28年度開設の公園
はありませんが、開発
行為により提供される
公園について協議して
おります。

公園みどり室

吹田市公共交通マップ
2016の作成：20,000
部
うち約半数を毎年転入窓
口で配布。その他は、市
内の主な駅、公共施設等
で配布。

吹田市公共交通マップ2017
の作成：20,000部
うち約半数を毎年転入窓口で
配布。その他は、市内の主な
駅、公共施設等で配布。

△

公共交通マップを配布
することにより、公共
交通利用促進に寄与し
ている。

総務交通室

再生エネルギーの導入実
績
【2号街区公園】
太陽光発電 375W
ソーラー照明140W
【市立吹田サッカースタ
ジアム】
太陽光発電 504kW
【いずみ公園】
ソーラー照明（公園灯）
90W
【千里山中央公園】
ソーラー照明（公園灯）
140Ｗ

この他、公共施設におけ
る屋根貸し事業に関して
は、吹田市庁舎ほか６施
設において提案者の公募
を行い、全施設の最優秀
提案者を特定した。その
後、施設状況の変化等に
より２施設において事業
者が辞退したことに伴
い、５施設において協定
書締結の手続きを進め
た。

再生エネルギーの導入実績
【千里山駅前交通広場】
太陽光発電 92W×2基
【吹田市立千里丘中学校】
太陽光発電 10kW
【吹田市立西山田小学校】
太陽光発電 10kW

また、再生可能エネルギーの
導入拡大を創出することを目
的に吹田市電力の調達に係る
環境配慮方針を策定した。

○

平成26年8月9日開催
の本市環境施策調整推
進会議において、施設
や設備の新設及び大規
模改修時には、特段の
事情がない限り、再生
可能エネルギーを導入
すること及び既存の施
設においても、可能な
限り、積極的に再生可
能エネルギーの導入を
図ることを決定した。
このことを踏まえ、今
後も積極的な再生可能
エネルギーの導入を促
進する。

環境政策室

本庁舎敷地内における屋
根貨しによる太陽光発電
システム設置促進事業に
ついて、設置事業者と協
定書を交わした。
（平成28年度実施予
定）

「実績なし」 ×

平成２８年度に予定さ
れていた、太陽光発電
設備は未設置であり、
平成２９年４月３０日
付け設置事業者からの
協定解除願提出によ
り、協定を解除した。

総務室

【阪急山田駅前西自転車
駐車場】
【阪急山田駅前南自転車
駐車場】
【ＪＲ吹田駅前中央自転
車駐車場】
【ＪＲ吹田駅前西自転車
駐車場】
【岸部保管所】
屋根貨しによる太陽光発
電システム設置促進事業
について、設置事業者と
協定書を交わした。
（平成28年度実施予
定）

【阪急山田駅前西自転車駐車
場】
【阪急山田駅前南自転車駐車
場】
【ＪＲ吹田駅前中央自転車駐
車場】
【ＪＲ吹田駅前西自転車駐車
場】
太陽光発電設備の設置

○

協定書に基づき、平成
２８年度に太陽光発電
設備を設置した。
市有施設に設置するこ
とにより、再生可能エ
ネルギーの普及促進に
つながった。

総務交通室

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
（

1
）

① 低炭素まちづくりの検討
及び推進

・下水熱など未利用エネル
ギーの活用
・自動車利用抑制による公共
交通機関の利用促進等
・公園等における緑地の保全
及び緑化の推進

環境政策室
総務室

資産経営室
地域経済振興室

都市計画室
開発審査室
総務交通室

道路室
公園みどり室
下水道経営室

② 公共施設における率先実
行（節エネルギー、省エネル
ギー、低炭素エネルギー）

・節エネルギーの率先実行
・省エネルギー機器・再生可

能エネルギーの導入拡大
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重点プロ
ジェクト 取組内容

平成27年度の実績
（参考）

平成28年度の実績
自己
評価

担当室課の
見解など

担当室課 関係室課

② 公共施設における率先実
行（節エネルギー、省エネル
ギー、低炭素エネルギー）

・節エネルギーの率先実行
・省エネルギー機器・再生可
能エネルギーの導入拡大

わかたけ園移転整備工事
他1件の建設工事におい
て、LED照明等の省エネ
ルギー機器を導入した。
また、吹田市立江坂大池
小学校校舎耐震補強工事
他18件の改修工事、耐
震補強工事等において、
一部の照明機器等をLED
照明等の省エネルギー機
器に更新した。

小学校給食調理室の増築工事
(1件)・改築工事(1件)、児童
センター・公民館・高齢者い
こいの間大規模改修工事(1
件)、学校の大規模改修工事
(6件)、トイレリニューアル
工事(11件)及び屋内運動場改
造工事(5件)と、他改修・修
繕で新設・更新する照明器
具・誘導灯についてＬＥＤ照
明を導入した。また、上記ト
イレリニューアル工事におい
て人感センサーを導入した。

△
今後も引き続き省エネ
ルギー機器等の導入を
進める。

資産経営室

③ 廃棄物処理関連施設包括
的管理運営事業

本市資源循環エネルギーセン
ター、破砕選別工場、資源リ
サイクルセンター及びストッ
クヤードの管理運営に、民間
の活力及び経営手法を導入す
ることにより、より効率的で
効果的な廃棄物処理事業及び
環境啓発に関する事業を行う
ことの様々な可能性につい
て、調査・比較・検討を行
う。

資源リサイクルセンター
については、環境啓発事
業のテーマをごみの減
量・資源化から持続可能
な低炭素社会・資源循環
型社会の形成に広げるた
め、地球温暖化防止を
テーマに、市民向け環境
連続セミナー等を開催し
た。また、幅広い年齢層
の参加促進もねらい、資
源リサイクルセンターの
ホームページをリニュー
アルした。

資源リサイクルセンターの事
業として、昨年度に引き続
き、環境連続セミナーを開催
するとともに、地球温暖化防
止をテーマとした啓発イベン
トをアジェンダ21すいたと
も連携してエキスポシティ内
において実施した。また、市
内大学生と連携して、市内の
子育てサロン5か所で地球温
暖化防止に関する啓発活動を
実施した。

○

地球温暖化防止に向け
た環境啓発事業を、市
内の大学生とも連携し
て実施することができ
た。今後、事業者との
連携も含め、さらに内
容の充実を図っていく
必要がある。

環境政策室

④ 再生可能エネルギーの導
入促進

昨年度に引き続き、おお
さかスマートエネルギー
協議会（市町村部会）等
に参加し情報収集を行っ
た。また、大阪府及び大
阪市が共同で取り組むお
おさかスマートエネル
ギーセンターについて、
HPで紹介し、市民・事
業者に情報提供を行って
いる。
また、アジェンダ21す
いたとの連携・協働によ
り、同団体のＨＰや、
ニュースレター、エネル
ギー啓発冊子エコプレス
を通じて、太陽光発電の
導入促進を呼びかけるな
どの啓発を行った。

昨年度に引き続き、おおさか
スマートエネルギー協議会
（市町村部会）等に参加し情
報収集を行った。また、大阪
府及び大阪市が共同で取り組
むおおさかスマートエネル
ギーセンターについて、HP
で紹介し、市民・事業者に情
報提供を行っている。
また、アジェンダ21すいた
との連携・協働により、同団
体のＨＰや、ニュースレ
ター、エネルギー啓発冊子エ
コプレスを通じて、太陽光発
電の導入促進を呼びかけるな
どの啓発を行った。

△

本市のHPやアジェンダ
21すいたとの連携・協
働による講演会などに
おいて、再生可能エネ
ルギーの導入促進の啓
発を行っているが、更
なる導入促進に向けた
支援策や啓発を行う必
要がある。

環境政策室

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
（

2
）

環境政策室
総務室

資産経営室
地域経済振興室

都市計画室
開発審査室
総務交通室

道路室
公園みどり室
下水道経営室
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第２次環境基本計画改訂版　平成28年度重点プロジェクトの実績一覧（H29.3.31現在）

重点プロ
ジェクト 取組内容

平成27年度の実績
（参考）

平成28年度の実績
自己
評価

担当室課の
見解など

担当室課 関係室課

東山田小学校3棟屋上防
水改修工事他２件の防水
改修工事において高反射
塗料を採用した。

校舎・屋内運動場の大規模改
造工事等において、屋上防水
改修を１１棟で実施し、仕上
げ塗料に高反射塗料を採用し
た。

△
防水改修工事の際には
積極的に高反射塗料を
採用する。

資産経営室

吹田市役所エコオフィス
プラン及び吹田市環境ま
ちづくりガイドライン
（開発・建築版）に基づ
き、公共施設の新築、大
規模改修の際には、高反
射性塗装を実施する等の
ヒートアイランド対策の
推進を働きかけている。
また、環境まちづくりガ
イドライン【開発・建築
版】により、市内で開発
や建築などを行おうとす
る事業者に対し、計画の
早い段階から高反射性塗
装を実施する等のヒート
アイランド対策への取組
の検討及び実施すること
を求めた。

吹田市役所エコオフィスプラ
ン及び吹田市環境まちづくり
ガイドライン【開発・建築
版】に基づき、公共施設の新
築、大規模改修の際には、高
反射性塗装を実施する等の
ヒートアイランド対策の推進
を働きかけている。
また、環境まちづくりガイド
ライン【開発・建築版】によ
り、市内で開発や建築などを
行おうとする事業者に対し、
計画の早い段階から高反射性
塗装を実施する等のヒートア
イランド対策への取組の検討
及び実施することを求めた。

△

公共施設におけるヒー
トアイランド対策の推
進や、開発や建築など
を行おうとする事業者
に対して取組の検討及
び実施を求めおり、今
後も引き続きヒートア
イランド対策が促進さ
れるよう努めていく。

環境政策室

平成２７年度完了実積
屋上緑化
（１件 ５㎡）
壁面緑化
（２件 209.83㎡）

平成２８年度完了実積
屋上緑化
（１件 33.25㎡）
壁面緑化
（1件 112.40㎡）

△
開発事業に係る緑化指
導の結果、緑化を推進
できた。

公園みどり室

アジェンダ21すいたに
おいて、平成27年5月
30日（土）に、「みど
りのカーテン講座」を開
催し、苗の植え方、育成
方法等を専門家から解説
してもらうとともに、
ゴーヤの苗を参加者に配
付した。当日は31家庭
を対象に実施した。

アジェンダ21すいたにおい
て、平成28年4月16日
（土）に、「みどりのカーテ
ン講座」を開催し、苗の植え
方、育成方法等を専門家から
解説してもらうとともに、
ゴーヤの苗を参加者に配付し
た。当日は71名を対象に実
施した。

△

本年度も、平成29年5
月27日（土）に「みど
りのカーテン講座」を
開催し、ヒートアイラ
ンド対策について理解
を深めていただくとと
もに、市内の各家庭で
緑化の取組を実践して
もらう。

環境政策室

吹田市役所エコオフィス
プラン及び吹田市環境ま
ちづくりガイドライン
（開発・建築版）に基づ
き、公共施設の新築、大
規模改修の際には、屋
上・壁面緑化を実施する
等のヒートアイランド対
策の推進を働きかけてい
る。
また、環境まちづくりガ
イドライン【開発・建築
版】により、市内で開発
や建築などを行おうとす
る事業者に対し、計画の
早い段階から屋上・壁面
緑化を実施する等による
ヒートアイランド対策へ
の取組の検討及び実施す
ることを求めた。

吹田市役所エコオフィスプラ
ン及び吹田市環境まちづくり
ガイドライン（開発・建築
版）に基づき、公共施設の新
築、大規模改修の際には、屋
上・壁面緑化を実施する等の
ヒートアイランド対策の推進
を働きかけている。
また、環境まちづくりガイド
ライン【開発・建築版】によ
り、市内で開発や建築などを
行おうとする事業者に対し、
計画の早い段階から屋上・壁
面緑化を実施する等による
ヒートアイランド対策への取
組の検討及び実施することを
求めた。

△

公共施設におけるヒー
トアイランド対策の推
進や、開発や建築など
を行おうとする事業者
に対して取組の検討及
び実施を求めており、
今後も引き続きヒート
アイランド対策が促進
されるよう努めてい
く。

環境政策室

③ 水辺空間の保全、親水空
間の創出

河川管理者と協働し河川
の清掃を行った。
(糸田川の清掃を年2回)

河川管理者と協働し河川の清
掃を行った。
(糸田川の清掃を年2回実施)
大角水路において、下水道高
度処理水を活用した。

△

今後も引き続き糸田川
清掃業務を実施する予
定である。
また、下水道高度処理
水の活用に努めた。

水循環室

ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
推
進
（

1
）

① 建築物・道路・駐車場の
高温抑制化（高反射性塗装、
透水性・保水性・遮熱性舗装
など）

環境政策室
資産経営室

地域経済振興室
都市計画室
開発審査室
総務交通室

道路室
公園みどり室

水循環室

② 公園緑地・街路樹の整
備、緑化の推進（屋上・壁面
緑化、みどりのカーテンな
ど）
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重点プロ
ジェクト 取組内容

平成27年度の実績
（参考）

平成28年度の実績
自己
評価

担当室課の
見解など

担当室課 関係室課

④ 建築物の省エネルギー
化、空調排熱の潜熱化

吹田市役所エコオフィス
プラン及び吹田市環境ま
ちづくりガイドライン
（開発・建築版）に基づ
き、公共施設の新築、大
規模改修の際には、高効
率な省エネルギー型機器
等の推進を図るよう働き
かけている。
また、環境まちづくりガ
イドライン【開発・建築
版】により、市内で開発
や建築などを行おうとす
る事業者に対し、計画の
早い段階から建築物音省
エネルギー化等による
ヒートアイランド対策へ
の取組の検討及び実施す
ることを求めた。

吹田市役所エコオフィスプラ
ン及び吹田市環境まちづくり
ガイドライン（開発・建築
版）に基づき、公共施設の新
築、大規模改修の際には、建
築物の省エネルギー化等の
ヒートアイランド対策の推進
を働きかけている。
また、環境まちづくりガイド
ライン【開発・建築版】によ
り、市内で開発や建築などを
行おうとする事業者に対し、
計画の早い段階から建築物の
省エネルギー化等によるヒー
トアイランド対策への取組の
検討及び実施することを求め
た。

△

公共施設におけるヒー
トアイランド対策の推
進や、開発や建築など
を行おうとする事業者
に対して取組の検討及
び実施を求めおり、今
後も引き続きヒートア
イランド対策が促進さ
れるよう努めていく。

環境政策室

⑤ ドライ型ミストの設置

本庁舎正面玄関及び西玄
関に設置しているドライ
型ミストを夏季に稼働さ
せて、市民・事業者への
啓発を行っている。

本庁舎正面玄関及び西玄関に
設置しているドライ型ミスト
を夏季（平日12時～17時）
に稼働させて、市民・事業者
への啓発を行った。

△

今後も引き続きヒート
アイランド対策が促進
されるよう努めてい
く。

総務室

⑥ ヒートアイランド現象の
モニタリング

ヒートアイランド現象の
把握のため、市域におけ
る7月～9月の熱帯夜数
の把握を行った。

ヒートアイランド現象の把握
のため、市域における7月～
9月の熱帯夜数の把握を行っ
た。

△

今後もヒートアイラン
ド現象調査として、継
続して、熱帯夜数を行
う。また、機会を捉え
ての市域の気温分布踏
査の実施を検討する。

環境政策室

ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
推
進
（

2
）

環境政策室
資産経営室

地域経済振興室
都市計画室
開発審査室
総務交通室

道路室
公園みどり室

水循環室
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第２次環境基本計画改訂版　平成28年度重点プロジェクトの実績一覧（H29.3.31現在）

重点プロ
ジェクト 取組内容

平成27年度の実績
（参考）

平成28年度の実績
自己
評価

担当室課の
見解など

担当室課 関係室課

市民・事業者・行政の三
者協働組織であるアジェ
ンダ21すいたを推進し
た。

・会員数76名・環境家
計簿参加者142世帯・み
どりのカーテン講座1
回・「すいたレジ袋削
減・マイバッグ推進協議
会」を通じて、市内スー
パーでのマイバッグキャ
ンペーン参加、すいた環
境教育フェスタに参加・
ニュースレター及びエコ
プレスの発行各4回・生
物多様性に係る展示自然
観察会１回の開催・「す
いたエコウォーク」の開
催１回・千里リサイクル
プラザと協働で子ども版
環境家計簿「すいたんの
エコライフチェック」を
使用した授業を市内3校
の小学校で実施。

市民・事業者・行政の三者協
働組織であるアジェンダ21
すいたを推進した。
・会員数80名・環境教育
フェスタで市内環境団体の交
流会を開催10団体から合計
19名参加・アジェンダ２１
すいた会員交流会を４月２日
（日）に開催・環境家計簿参
加者140世帯・みどりのカー
テン講座1回・「すいたレジ
袋削減・マイバッグ推進協議
会」を通じて、市内スーパー
でのマイバッグキャンペーン
参加、すいた環境教育フェス
タに参加・ニュースレター及
びエコプレスの発行各4回・
生物多様性に係る自然観察会
１回の開催・吹田市立博物館
夏季展示における博物館エコ
アップ作戦を９日間・エコ
キャンドル作りを実施３回対
象者合計143名・地球温暖化
防止のための「すいた、私の
エコ宣言」の推進で市民や事
業者によるエコ宣言約４００
人分の収集を達成。

△

今後も、引き続き事業
を継続するとともに、
地球温暖化防止のため
の活動を中心にして啓
発活動及び事業者や市
内環境団体との連携を
進めていく。

環境政策室

吹田市立市民公益活動セ
ンターにおいて、市民公
益活動のフェスタとし
て、かえっこバザールを
開催した。使わなくなっ
たおもちゃなどの再利用
と同時に、世代間交流を
通じて地域の活性化を
図った。市民公益活動団
体、公共施設、教育機
関、事業者、行政などと
連携した。

吹田市立市民公益活動セン
ターにおいて、市民公益活動
のフェスタとして、かえっこ
バザールを開催した。使わな
くなったおもちゃを捨てずに
再利用することによる環境負
荷の低減と同時に世代間交流
による地域の活性化、また千
里ニュータウンプラザ内の他
施設との連携促進を図った。

△

千里ニュータウンプラ
ザ内の多くの施設との
連携を図ることができ
た。また、さまざまな
分野の市民団体の交流
も図ることができた。

市民自治推進室

千里リサイクルプラザと
共催で、環境学習の展示
発表会を１月２９日から
３１日、環境学習発表会
を１月３０日に開催する
ことにより、学校におけ
る取組の周知を図った。

千里リサイクルプラザと共催
で、環境学習の展示発表会を
１月２７日から２月２日、環
境学習発表会を２月４日に開
催することにより、学校にお
ける取組の周知を図った。

△

今年度も、環境教育
フェスタと同時開催を
し、学校教育における
環境学習を進めなが
ら、その成果を市民に
も周知する。

環境政策室

② 積極的な情報提供、相互
情報の共有・活用

実績なし

環境省による「平成28年度
地域循環共生圏構築に向けた
実証地域における活動団体の
公募」に、本市と能勢町を活
動地域とする特定非営利活動
法人大阪自然史センターの提
案が採択された。森里川海の
適正な管理と活用による「地
域循環共生圏」の構築に向け
て、農林業支援を通じた生物
多様性の保全や人材育成等に
関する取り組みを始めてい
る。

○

平成30年度までの事業
期間に、街と里のつな
がりを通じて、地域循
環共生圏の構築に向け
た様々な取組を実施し

ていく。

環境政策室

環
境
パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ

プ

（

連
携
・
協
働
）

の
推
進

① 活動や交流・連携の場を
備えたプラットフォーム組織
の形成・拡充の支援

・さまざまな主体が集い、活
動や交流を進める場の整備の
推進
・市民団体や企業などを中間
支援するパートナーシップ組
織の形成

環境政策室
市民自治推進室
地域経済振興室

指導室
まなびの支援課
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第２次環境基本計画改訂版　平成28年度重点プロジェクトの実績一覧（H29.3.31現在）

重点プロ
ジェクト 取組内容

平成27年度の実績
（参考）

平成28年度の実績
自己
評価

担当室課の
見解など

担当室課 関係室課

① 環境教育等促進法に基づ
く環境教育の充実

・教材の開発や情報の提供
・教職員の資質向上に向けた
研修等の実施　など

・環境教育担当者会を開
催し、出前授業の紹介な
ど環境に関する取組の交
流・情報提供等を実施し
た。

・環境教育担当者会を開催
し、出前授業の紹介など環境
に関する取組の交流・情報提
供等を実施した。

△

今後も関係団体と連携
を取りながら、環境教
育担当者会を通して、
教材の開発や情報の提
供に努める。

指導室

② 太陽光発電、太陽熱利用
など再生可能エネルギーの導
入

実績なし

【吹田市立西山田小学校】
太陽光発電 10kW を導入
【吹田市立千里丘中学校】
太陽光発電 10kW を導入

○
今後も引き続き太陽光
発電設備の導入を進め
る。

資産経営室

③ みどりのカーテン、ビオ
トープ、ミニ水田などの実施

・みどりのカーテンを8
校で実施。
・ビオトープを18校で
実施。
・学童農園を１9校、校
内ミニ水田を１0校、バ
ケツ稲を７校で実施。

・みどりのカーテンを10校
で実施。
・ビオトープを19校で実
施。
・学童農園を１9校、校内ミ
ニ水田を１2校、バケツ稲を
8校で実施。

△
今後も関係団体と連携
を取りながら、体験活
動の充実を図る。

指導室

④ 校内物品のリサイクル、
生ごみ等の減量化・堆肥化

・平成2６年度に引き続
き、エコスクール活動簿
（環境の取組にかかる
チェックシート）を活用
し、全小・中学校５４校
において、児童・生徒、
教員のエコに対する意識
の高揚を図った。

・平成27年度に引き続き、
エコスクール活動簿（環境の
取組にかかるチェックシー
ト）を活用し、全小・中学校
５４校において、児童・生
徒、教員のエコに対する意識
の高揚を図った。

△

引き続き、エコスクー
ル活動簿（環境の取組
にかかるチェックシー
ト）を活用し、全小・
中学校５４校におい
て、児童・生徒、教員
のエコに対する意識の
高揚を図る。

指導室

⑤ 環境学習副読本等の活用
・引き続き環境教育副読
本を全小・中学校5４校
に配置している。

・引き続き環境教育副読本を
全小・中学校5４校に配置し
ている。

△
引き続き、環境教育副
読本を全小・中学校5４
校に配置していく。

指導室

⑥ 環境教育の場の充実

・平成2６年度に引き続
き、ＮＰＯ法人やリサイ
クルプラザと連携した体
験的な活動や、学校での
取組を発表する場を設定
した。小学校８校でエコ
クラブ活動を実施した。

・平成27年度に引き続き、
ＮＰＯ法人やリサイクルプラ
ザと連携した体験的な活動
や、学校での取組を発表する
場を設定した。

△

小学校６校に加え、
ガールスカウト１団体
の発表ととなった流れ
を継続し、多様な発表
の場の設定を図る。

指導室

学
校
で
の
環
境
教
育

（

エ
コ
ス
ク
ー

ル
）

の
推
進

環境政策室
指導室

資産経営室
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第２次環境基本計画改訂版　平成28年度重点プロジェクトの実績一覧（H29.3.31現在）

重点プロ
ジェクト 取組内容

平成27年度の実績
（参考）

平成28年度の実績
自己
評価

担当室課の
見解など

担当室課 関係室課

① 環境教育等促進法に基づ
く協働取組などの推進
・市民団体や事業者、行政の
協働取組の推進
・環境保全活動を行う団体等
への支援　など

―

② 効果的なイベント（講習
会・発表会、展示など）の開
催

市民・事業者・行政の三
者協働組織であるアジェ
ンダ21すいたを推進し
た。

・みどりのカーテン講座
1回・「すいたレジ袋削
減・マイバッグ推進協議
会」を通じて、市内スー
パーでのマイバッグキャ
ンペーン参加、すいた環
境教育フェスタにおいて
風呂敷講習会やマイボト
ルの啓発・生物多様性に
係る自然観察会１回の開
催・「すいたエコウォー
ク」の開催１回

環境問題について理解と
認識を深め、環境保全に
関する実践的な能力・態
度を育てることを目的に
平成28年2月11日「す
いた環境教育フェスタ」
を開催した。参加者は５
９２名。各団体の環境に
対する取組展示やワーク
ショップの実施等。

市民・事業者・行政の三者協
働組織であるアジェンダ21
すいたを推進した。

・みどりのカーテン講座1
回・「すいたレジ袋削減・マ
イバッグ推進協議会」を通じ
て、市内スーパーでのマイ
バッグキャンペーン参加、す
いた環境教育フェスタにおい
てエコ双六のゲームやマイボ
トルの啓発・生物多様性に係
る自然観察会１回の開催・エ
コキャンドル講座を実施３
回、対象者合計143名・市立
吹田サッカースタジアムで試
合中のハーフタイムにおいて
啓発活動を実施、地球温暖化
防止のための「すいた、わた
しのエコ宣言」の推進で市
民、事業者によるエコ宣言約
４００人分から作成したエコ
宣言の動画をエキスポシティ
光の広場で上映

環境問題について理解と認識
を深め、環境保全に関する実
践的な能力・態度を育てるこ
とを目的に平成29年2月4日
（土）「すいた環境教育フェ
スタ」を開催した。参加者は
728名。各団体の環境に対す
る取組展示やワークショップ
の実施等。

△

今年度も、市内の各主
体と連携・協働を図り
ながら、市民に広く周
知していくことのでき
る効果的なイベントを
積極的に開催してい
く。

環境政策室

廃油石鹸作り、ごみの分
別方法、みどりのカーテ
ン講座、古着のリフォー
ム講座をはじめとした地
区公民館講座の開催（主
催は各地区公民館）（計
３７回開催）

廃油石鹸作り、ごみの分別方
法、みどりのカーテン講座、
古着のリフォーム講座をはじ
めとした地区公民館講座の開
催（主催は各地区公民館）
（計46回開催）

△

近年注力している現代
的課題の一つとして、
今後さらに推進してい
けるよう、各地区公民
館と連携していく必要
がある。

まなびの支援課

市報すいたやホームペー
ジなどで広報を行い、市
内の団体から２件講師の
派遣依頼があったため、
ごみ減量・再資源化にか
かる出前講座を実施し
た。

市報すいたやホームページな
どで広報を行い、市内の団体
から１件講師の派遣依頼が
あったため、吹田市のみどり
についての出前講座を実施し
た。

△

市報すいたやホーム
ページなどで広報をさ
らに進める必要があ
る。

まなびの支援課

③ 講演や講座などの学習機
会の充実

地
域
に
お
け
る
環
境
教
育
の
推
進
（

１
）

環境政策室
市民自治推進室
地域経済振興室

指導室
まなびの支援課
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第２次環境基本計画改訂版　平成28年度重点プロジェクトの実績一覧（H29.3.31現在）

重点プロ
ジェクト 取組内容

平成27年度の実績
（参考）

平成28年度の実績
自己
評価

担当室課の
見解など

担当室課 関係室課

市民・事業者・行政の三
者協働組織であるアジェ
ンダ21すいたにおいて
実施した。

・みどりのカーテン講座
1回・「すいたレジ袋削
減・マイバッグ推進協議
会」を通じて、市内スー
パーやすいた環境教育
フェスタにおいて風呂敷
講習会を実施・エコキャ
ンドル講座2回開催・生
物多様性に係る自然観察
会１回の開催・「すいた
エコウォーク」の開催１
回・省エネセミナーの開
催1回

市民・事業者・行政の三者協
働組織であるアジェンダ21
すいたにおいて実施した。

・みどりのカーテン講座1
回・エコキャンドル講座３回
開催・生物多様性に係る自然
観察会１回の開催・再生可能
エネルギーに関するセミナー
及び見学会1回

△

今年度も、市内の各主
体と連携・協働を図り
ながら、市民に広く学
習機会を提供してい
く。

環境政策室

地域でのごみ減量・再資
源化を図るため、市民を
対象とした出前講座、エ
コクッキング講習会や廃
棄物減量等推進員を対象
とした、環境施設見学
会、ブロック別研修会を
実施した。

地域でのごみ減量・再資源化
を図るため、市民を対象とし
た出前講座、冷蔵庫収納術講
習会や紙ごみ削減講習会、環
境施設見学会を実施した。ま
た、廃棄物減量等推進員を対
象とした、環境施設見学会、
ブロック別研修会を実施し
た。フードドライブを実施
し、食品ロス削減について啓
発した。

△

ごみ減量・再資源化を
図るため、今後も研修
会等を実施し、市民が
主体となり取組みを推
進できるよう努める。
食品ロス削減に関して
は、ごみの削減にあま
り関心のない市民を集
めて啓発することがで
きたと思う。紙ごみ削
減に対して、関心のな
い人が取り組めるよう
なイベントも考えてい
きたい。

環境政策室

④ 地域において環境保全活
動を担う人材の育成

それぞれの家庭や地域に
おいて、環境活動を実践
する人材を育成するた
め、新たに対象をシニア
層に限定することなく、
幅広い世代を対象とした
「すいた環境サポーター
養成講座」を開催した。
28名が講座を受講し、
20名が修了した。

それぞれの家庭や地域におい
て、環境活動を実践する人材
を育成するため、シニア層に
限定することなく、幅広い世
代を対象とした「すいた環境
サポーター養成講座」を開催
した。29名が講座を受講
し、13名が修了した。

△

平成27年度から、対象
をシニア層に限定する
ことなく幅広い世代を
対象とした結果、受講
者の平均年齢も下がり
（平成26年度：67
歳、平成27年度：56
歳、平成28年度：43
歳）、受講者数も増加
した（平成26年度：
17名、平成27年度：
28名、平成28年度：
29名）。

環境政策室

⑤ 学習プログラムや教材の
研究・開発

千里リサイクルプラザと
協働で子ども版環境家計
簿「すいたんのエコライ
フチェック」を作成し、
市内3校の小学校でモデ
ル実施をした。

学生の協力を得て、吹田市社
会福祉協議会が地域で実施す
る子育てサロンにおいて、保
護者に対する地球温暖化問題
や省エネ・節エネについて啓
発活動を実施した。（12月
16日、1月18日、3月23
日）

○

普段環境セミナーなど
に来ることが少ない子
育て世代に対して、よ
り効果的な啓発方法を
研究していきたい。

環境政策室

地
域
に
お
け
る
環
境
教
育
の
推
進
（

２
）

③ 講演や講座などの学習機
会の充実

環境政策室
市民自治推進室
地域経済振興室

指導室
まなびの支援課
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